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校友会会報誌 創刊。

※詳細は各学校にお問い合わせください
チケット情報などは平成28年１月頃、日本文理大学
ＨＰに掲載する予定です。

日本文理大学
Nippon Bunri University

オープンキャンパス
9 26 土

一木祭
10 17 土 18 日

9月上旬より全国各地
個人面談会

（大学より別途通知があります）

（大学より別途通知があります）

卒業式
3 12 土平成28年

ホルトホール大分にて

チアリーディング部公演
3 12 土 13 日平成28年

記念体育大会
10 3 土
9：00～15：00

記念文化祭
10 1 木 2 金
9：00～15：00

関連行事

●  エイサー
●  日本文理大学附属高等学校ダンスクラブ
●  詩吟

記念祝賀会  ホテル金水苑
12：30～

●  開会の言葉
●  国歌斉唱
●  学校長式辞
●  理事長あいさつ
●  来賓祝辞（佐伯市長ほか）
※日本文理大学チアリーディング部、吹奏楽部 公演

記念式典（60分） 菅記念体育館
9：30～

●  来賓紹介
●  PTA会長あいさつ
●  生徒会長あいさつ
●  創立60周年記念事業
　助成費目録贈呈

●  祝電披露
●  校歌斉唱
●  閉式の言葉

EVENTINFORMATION
2015-2016

平成27年10月10日（土）

日本文理大学附属高等学校  創立60周年記念事業

記念講演（60分） 菅記念体育館
11：00～

熊本大学大学院自然科学研究科
教授 木田徹也 （普通科33回生）

講師：

日本文理大学
医療専門学校

 Nippon Bunri University
Medical College

いずれも10：00～12：00
見学説明会

平成
28年

9 5 土
9 19 土

1 30 土
3 26 土

11 7 土
11 28 土
12 19 土

日本文理大学
附属高等学校

 Nippon Bunri University
High School

秋のオープンスクール
9：00～12：0010 24 土

日本文理大学附属高等学校
創立60周年

校友会長ご挨拶
学校法人文理学園 学校紹介
エッセイ
日本文理大学附属高等学校 
創立60周年記念対談
校友会だより
会計報告

p2

p4

p5

p6

p7

p7

約40万平方メートル（東京ドームのおよそ8.5倍）の広
大な敷地に様々な学内施設が建ち並び、研究やクラブ・
サークル活動など充実した学生生活を支えています。

日本文理大学、
日本文理大学医療専門学校のキャンパス

文理学園校友会 問い合わせ先
創立60周年記念事業事務局
TEL:0972-22-3501



校友会長ご挨拶

　会員の皆様におかれましては、日頃より
校友会の活動にご理解とご協力を賜り、厚
くお礼申し上げます。私は、文理学園校友
会初代会長に就任しました学校法人文理
学園理事長 菅 貞淑でございます。
　学校法人文理学園は、昭和22年に設立さ
れた「佐伯徒弟養成所」に始まり、現在、大
学、高校、専門学校を設置する総合学園と
なりました。今までに輩出してきた卒業生
の数は40,000人を超えるものであります。
　21世紀を迎え、地球環境問題、情報化、国
際化、少子高齢化と多様かつ流動的な社会
の変化に対応し、学園の更なる発展充実を
図るためには、卒業生を中心とした学園を
支援くださる方々が一体となり、校友施策

を強く推進していくことが必要であるという
理念のもと、本会は、学校法人文理学園が設置
する学校の垣根を越え、横断的に連携・協力で
きる卒業生組織として、平成26年1月25日に設
立されました。これを上部組織とし、傘下に各
学校の校友会組織を設置しています。
　今年は日本文理大学附属高等学校創立60周
年、平成29年は日本文理大学創立50周年とい
う大きな節目を迎えるにあたり、会員の皆様
の更なるご活躍を祈念する次第でございま
す。本会の趣旨をご理解いただき、今後会員の
皆様とともに積極的に校友会活動を行ってま
いりたいと存じます。母校の発展のためにも、
引き続きご支援、ご協力のほどよろしくお願
い致します。

菅 貞淑
文理学園校友会 会長

デザイン原案：
日本文理大学工学部建築学科
金ハンソルさん

※日本文理大学のシンボルカラーの緑は、エバーグリーン
という色で、和名を常盤緑（ときわみどり）といいます。
「永遠に変わらない」という意味をもち、神聖な色とされ
ています。

文理学園校友会

日本文理大学
附属高等学校 校友会

日本文理大学
医療専門学校 校友会日本文理大学校友会

３つの校友会が横断的に連携します

ロゴマークについて

校友会の組織
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日本文理大学校友会 会長
下地 節於

　建学の精神「産学一致」に基づいた産業及び地
域経済の振興のため、会員相互の研鑽と親睦を図
り、もって母校の発展に寄与することを目的に、
新たに日本文理大学校友会が発足しました。
　本会では、文理学園校友会と連携し卒業生と在
校生との緊密性の確保、地域や企業との連携な
ど、建学の精神に基づく具体的な活動を継続的に
実施し支援していきたいと考えています。

　啄木は「ふるさとの山に向いて言うことなしふ
るさとの山はありがたきかな」と詠んでいます。九
六位山を仰ぎ青春時代を過ごした学園に感謝し、
「人間力」を育成する学園を応援する校友会であり
たいと思います。
　卒業生の皆さん“今、出来る事を出来る時にで
きる範囲で”頑張りましょう。

日本文理大学附属高等学校校友会

日本文理大学附属高等学校
校友会 会長
佐伯 直

　本校は今年の10月に学校創立60周年の記念
すべき節目を迎えます。心よりお慶び申し上げ
ます。
　昨年3月に本校の同窓会が校友会という名称に
変更されました。学校法人 文理学園の更なる発
展、充実を図る為に、ネットワークをより強化し、
積極的なコミュニケーションを図り、学園の価値
と魅力を高めていくという趣旨のもと、校友会の
名称に変わりました。
　本校の校友会も、大学・医療専門学校の校友会
と情報を共有し、本校の発展と繁栄、地域に信頼
される学園づくりに、校友会も一致団結し協力、

ご支援してまいります。卒業生も現在では、
11,700名に達し、県内はもとより全国各地で、各
企業や職場で活躍をされています。
　本校は今年の10月には学校創立60周年を迎え、
平成28年度には、校舎の建て替えにより学校環境
も大変よくなります。
　在校生の皆さんには、高校生活での3年間が自
分にとって大きな意義を持つことを念頭におい
て、勉学に、部活にたゆまぬ精進と努力を惜しま
ず毎日を過ごしてください。
　我が母校の益々の発展と校友会会員・先生方の
ご健勝を祈念しまして、ご挨拶と致します。

日本文理大学医療専門学校校友会

小野 泰司

日本文理大学医療専門学校
校友会 会長

　会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこ
とと存じあげます。
　このたび、初代会長を拝命した小野泰司と申し
ます。昨年、大分で総会を開き校友会の第1歩を踏
み出しました。卒業生も千名におよび、多くの医
療機関で活躍されている姿は、地域医療を支えら
れているのを肌に感じております。
　本会の主な活動といたしましては、毎年各地で

の交流会開催を企画しております。交流会では、
学科や卒業期の枠を超え、会員相互の交流と親睦
を通じて会員のみならず、母校の発展に資する場
と考えておりますので、今後とも本会へのご協力
の程宜しくお願い申し上げます。
　最後に皆様の今後のご活躍と母校の益々の発
展を祈念致しまして挨拶とさせていただきます。

３つの学校を、学びの象徴である本（書物）で表現。その３冊の本を幹に見立て、大学のシンボルカ
ラーである緑の葉を茂らせたデザイン。木の根元にあるＮＢＵの文字は校友会が会員を支え、大
きく育んでいくことを表現しています。

※

日本文理大学校友会

文理学園校友会

文理学園校友会 ホームページ開設のお知らせ

ホームページアドレスは各校の公式ホームページにてお知らせします。

文理学園校友会では、会員の皆様への情報発信の場としてホームページを開設します。

※公開は８月下旬の予定です。

今後も
拡張や更新を
随時行っていく
予定です。

校友会からの
お知らせ

住所変更届などの
書式ダウンロード

会報誌の閲覧、
ダウンロード



essayエッセイ

学校法人文理学園の学校紹介

日本文理大学
　建学の精神である「産学一致」に、「人間力の育成」「社
会・地域貢献」を加えた３つの教育理念を強固につなげ、地
（知）の拠点（Center Of Community:COC）としての機
能を有する大学として教育改革を推進。恵まれた教育環境
の中で、地域に愛着を持ち、発展を担うことのできる人材
「地域創生人」を地域や産業界と協働して育みます。

　昭和30年開校の学校法人佐伯産業高等学校に源を
発する本校は、本年度60年目を迎えます。［産学一致］
の教育理念を建学の本旨とし、［円満な人格の形成］＝心
の教育、［優れた知識・技術の練磨］＝人間力の育成、［社
会の有為なる形成者の育成］＝社会・地域貢献の三つの
教育理念を原点として、地域社会の発展に貢献する気
構えを持った人材育成に高等学校としての役割と使命
感を持ち、挑戦し続けています。

　最先端の医療技術・知識を備えるだけでなく、自ら積極的
に考え、行動して医療現場のニーズに即応できる医療スペ
シャリストを、3年間の濃密な時間の中で育成します。医療
の分野はすべてが世界同時進行です。病院と同等の先進設
備を拡充し、グローバルな視野を持ち、将来にわたり第一線
で活躍できる専門知識と技術を学べる学習環境を整えてい
ます。

分に住み始めて8年経ちました。
大分には名水百選といわれる、

全国的に有名な湧水群が随所にあります。い
つからか、時間を見つけて水汲みを兼ね、湧
水群めぐりが日課となりました。汲めども永遠
に尽きない、この湧水の溢れ出る様をみなが
ら、その行く先が気になります。その水量から
察して田畑を潤し、湖を創り、やがて海洋へ流
れていくのでしょう。その過程で、世の人々の
生活を豊かにしているのだろうなと思うと、羨

校友会は日本文理大学、日本文理大学附属高等学校、日本文理大学医療専門学校のみなさま
の将来にわたるご活躍をご支援します。各学校の特長や特色をあらためてご紹介いたします。

日本文理大学附属高等学校
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商　業　科

マルチメディアコース

福祉コース
日商簿記・医療事務ほか様々な資格取得をサポート

相手の気持ちを考えられる人づくりを目指し、
介護職員初任者研修を卒業と同時に取得

就職率100％　「ものづくり」のスペシャリストを育成      
機　械　科 機械コース

情報コース情報技術科 スマホアプリやLINEスタンプ作成など新しい取組

普　通　科
特別進学コース

進学コース
文武両道を柱とし学習活動と部活動の両立を実現する

少人数制によるこまやかな進路指導

日本文理大学医療専門学校

医
療
の
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イ
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。 ※平成27年3月卒業生国家試験合格実績

湧水のごとく

こ
こ
で
学
ぶ
す
べ
て
が
、人
間
力
に
。

スポーツビジネスコース
こども・福祉マネジメントコース

地域マネジメントコース
ビジネスソリューションコース
会計ファイナンスコース

経営経済学科

建築コース
インテリアデザインコース
環境・地域創生コース

建築学科

こども・情報教育コース
情報コミュニケーションコース

情報工学コース
メディアデザインコース

情報メディア学科
機械・エネルギーコース
自動車・ロボットコース
電気・電子コース

機械電気工学科

航空宇宙工学科 就職内定率 100％
航空宇宙設計コース
宇宙システムコース
航空機整備コース

※1

※2 ※2

※2

※

就職内定率 97.6％

就職内定率 98.9％

就職内定率 98.1％

就職内定率 98.0％

幼稚園教諭免許・保育士資格取得課程
社会福祉士試験受験資格取得課程

工学部

経営経済学部

※1 就職内定率2005年度～2014年度卒業生の「内定者÷就職希望者」で算出しています（2015年3月31日現在）。
※2 就職内定率2012年度～2014年度卒業生の「内定者÷就職希望者」で算出しています（2015年3月31日現在）。

※就職内定率2012年度～2014年度卒業生の「内定者÷就職希望者」で算出しています（2015年3月31日現在）。

日本文理大学附属高等学校は今
年度、創立60周年を迎えます。6
ページと裏表紙に60周年記念の
関連記事を掲載しています。是非
ご覧ください。

診療放射線学科 診療放射線技師国家試験
合格率81.3％（全国平均73.8％）※

臨床検査学科 臨床検査技師国家試験 
合格率100％（全国平均82.1％）※

臨 床 工 学 科
臨床工学技士国家試験 
合格率100％（全国平均83.2％）※

ましくなりました。湧水は大地に降り注ぐ雨粒
が源となって、大地に浸みわたって地下水と
なり、やがて大地に還流してくる、いわば人に
おける輪廻転生のようなものかも知れませ
ん。その湧水が奏でる音に耳を傾けると、「人
を育てることもかくあるべし」と聞こえてくる
ようです。世の中の一人ひとりが社会に降り
注ぐ雨粒となって大地に充満し、それが人を
育む滋養となり、やがて湧水のごとく世の中に
湧き出るときを、心待ちにしています。

日本文理大学医療専門学校
校長 亀井　修

大

新校舎イメージ図（平成 28
年度完成予定）
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平野　創立当初は「佐伯産業高校」という名
前でしたが、私がここに入学しようと決めた
のは林業科ができると耳にしたからでした。
当時の佐伯は林業がさかんで、私の親族にも
林業に従事しているものが多く、学校で専門
的に学びたいと思ったんです。
松尾　私の場合は、率直に言うと公立高校の
受験に失敗したことがきっかけだったんで
す。同じ境遇だった人たちは大分や別府の私
立高校に入学し、下宿したり通ったりしていた
のですが、私の場合、3年間お世話になった中
学校の担任の先生が「地元に私立高校ができ
るから」と、そこに通えるよう奔走してくれた
んです。
平野　林業科、建築科、造船科、家庭科の4
学科があり、生徒数約50人でのスタートで
したね。
松尾　そうでしたね。創立して初めての生徒
ということで、本当に大切に育ててもらいまし
た。学校としてはゼロからのスタートで、定年
退職された先生など、ベテランの先生方が教
えにきてくれたり、職人さんが手作りしてくれ
た木の机や椅子で学んだものです。それもこ
れも、創立者の方々が資産を教育に投じてく
れたおかげです。

平野　専門的な学科ばかりだったので、歴史
や数学は習ったものの、我々の頃は美術や音
楽の授業はありませんでした。けれど林業や
建築の先生と一緒に自分たちの校舎を建て
たりもしましたから、社会に出てすぐに通用す
る技術は身に付いていましたよ。
松尾　私は家庭科で、洋裁や和裁、生け花や
染色などひと通りのことを学びました。しか
も、先生から一対一で教えてもらえたという
のは、贅沢なことでしたね。制服も作ったこと
がありますよ。格好悪くって、結局は変えても
らいましたけど（笑）。あの頃は未来への夢が
あって、物は不足していても絆がありました。
青春時代に帰りたいですねえ！
平野　ほんとうに。月日が経つのは早いで
すね。
松尾　学校も60周年を迎えました。これまで
節目、節目に開催してきた同窓会を、喜寿の
お祝いにも実現したいと思っています。

平野　時代とともに学科や学校名も変遷す
るなかで、私は平成元年に「進学強化コース」
ができたことを喜ばしく思っています。先ほど
も申し上げたように、私たちの時代は専門的
な技術を学べる一方、一般教養をあまり学ん
でこなかったので、その点では後々苦労もし
たと感じています。ただ、私の場合は専門知
識を生かして木材の会社に入社できたので、
後悔はありませんが。
松尾　私は卒業後そのまま高校に就職して、
これまで60年間、母校の歴史を見守ってきま
した。途中で育児のために離れた時期もあり
ましたが、事務職から幼稚園（現在は休園中）
のバスの添乗、サッカー部の寮母などいろい
ろ経験して、70歳後半になった今も現役。続
けてこられたのは周囲のみなさんのおかげで
すし、同級生も含め、卒業生が学校に遊びに
きてくれるのがとても嬉しいです。駅伝や野

母校と共に歩んできた60年
日本文理大学附属高等学校 創立60周年記念対談
日本文理大学附属高等学校の第1期生を代表するおふたりに、当時の思い出や後輩たちへのメッセージをお話いただきました。

［第１期生 家庭科卒業］松尾 通子さん
高校卒業時から文理大学附属高校で事務
職を務める。現在も現役。

［第１期生 林業科卒業］平野 学さん
佐伯産業高校同窓会初代会長。現在は佐
伯市内で呉服販売業を営んでいる。

待望の私立高校設立

色褪せない思い出
母校とともに60年

後輩たちへ贈る言葉

球など、スポーツの応援にも行きますよ！
平野　いつか、甲子園にぜひ行ってほしいで
すねえ！

松尾　高校時代は、最高の思い出。無駄は何
もありません。何かを目的に入学し、目標を達
成するためにがんばってほしいと思います。
のびのびとした校風のなかで、希望を持ち、
明瞭さや温かくしなやかな心を育んで、社会
に出たときに人のためにがんばれる大人に
なってほしいと思います。
平野　そうですね。人生のなかで、自分のい
いところは絶対に発揮されるときが来ます。
それが早いか遅いかはわからないけれど、必
ず。だから、そのために個性を伸ばしてほしい
と思いますし、その基本になる健康にも気を
つけて、がんばってください。 

校友会だより
文理学園校友会

校友会設立発起人会開催
　平成26年1月25日（土）に文理学園校友会、日本文理大学校友会、日本文理大学医療専門
学校校友会の設立発起人会及び役員会が日本文理大学で行われました。各学校の垣根を越
え、横断的に連携する卒業生組織として校友会が発足しました。会議終了後、懇親会が行われ、
約60名の方々が交流を深めました。

　平成26年8月2日（土）大分市
コンパルホールにて平成26年
度日本文理大学医療専門学校
校友会総会及び懇親会が行わ
れました。総会ではすべての議
事が承認され、引き続き行われ
た懇親会では、約160名の方々
が出席され、盛会となりました。

平成27年度地域交流会を下記のとおり行いますので、多くの方の
ご参加をお待ちしています。

平成26年に日本文理大学医療専門学校が創立10周年を
迎え、文理学園校友会より電子黒板一式を寄贈しました。そ
れに伴い、菅会長から亀井校長へ目録の贈呈を行いました。
電子黒板は学習指導室に設置され、学生への個別指導やグ
ループワークに活用されます。

　校友会のロゴマークを日本文理大学、日本
文理大学附属高等学校、日本文理大学医療専
門学校の在学生から公募を行い、302名の学
生・生徒さんからご応募いただきました。厳正
なる審査の結果、以下のとおり各賞が決定し、
最優秀賞の金さんの作品は、校友会のロゴ
マークとして採用されました。たくさんのご応
募ありがとうございました。

日本文理大学医療専門学校へ創立10周年記念品贈呈

校友会ロゴマークを在学生から公募

平成26年度総会及び懇親会実施

平成27年度地域交流会（福岡）のご案内

※日本文理大学医療専門学校卒業生の方への案内状は、9月に発送する予定です。

住所等の変更について
文理学園校友会では、校友間の交流事業の一環として会員名簿の整理を
行っています。お住まいやご連絡先に変更のあった方は、各校友会へお早め
にご連絡ください。

申請方法 文理学園校友会のホームページから各学校の住所等の変更届の書式
をダウンロードして、各校友会へ郵便またはFAXにてお送りください。

※詳しくは文理学園校友会ホームページをご確認ください。（8月下旬公開予定です）
※日本文理大学医療専門学校校友会のみメールでも受け付けています。　
　ko-yu-kai.mc@nbu.ac.jp

協賛広告について
文理学園校友会では会員の皆様を支援する目的で、本会報誌
に掲載する協賛広告を募集しています。ビジネスを始め、幅広
いPRに是非ご活用ください。
詳しくは文理学園校友会事務局まで、お気軽にお問い合わせ
ください。

報告 日本文理大学医療専門学校校友会報告

日本文理大学医療専門学校校友会お知らせ

日本文理大学 工学部 建築学科　金 ハンソルさん（写真中央）

文理学園校友会 会報誌 創刊号 発行日：平成27年8月30日
発行者：文理学園校友会 〒870-0397大分県大分市一木1727 TEL:097-524-2658（直通） FAX:097-593-3400　編集協力・印刷：佐伯印刷株式会社

1500831-045SK-EM

預り金
備品消耗品費
旅費交通費
印刷製本費
通信費
支払手数料
ホームページ運営費
会員データ管理システム費
周年記念事業助成費
会議費
小計
次年度繰越
合計

3,900,000
500,000
500,000
1,000,000
3,500,000
75,600
500,000
1,000,000
1,000,000

0
11,975,600
3,680,135
15,655,735

3,770,000
8,060
46,000

0
304

75,600
0

22,680
1,000,000
24,000

4,946,644
10,485,437
15,432,081

130,000
491,940
454,000
1,000,000
3,499,696

0
500,000
977,320

0
△ 24,000
7,028,956

△ 6,805,302
223,654

会費へ振替@10,000×376名、退学者返金@10,000×1名
ファイル、コピー用紙等
役員総会

役員総会関係資料送付
学校法人文理学園へ会費徴収事務委託料

会員管理システムの使用料
日本文理大学医療専門学校創立10周年記念品

支
出
の
部

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考
会費
雑収入
預り金
繰越金
合計

3,950,000
100

4,990,000
6,715,635
15,655,735

3,825,000
1,446

4,890,000
6,715,635
15,432,081

125,000
△ 1,346
100,000

0
223,654

@10,000×377名（大学372、医療5）@5,000×5名、@10,000×3名
利息
@10,000×489名（大学375、医療114）
前年度繰越金

収
入
の
部

文理学園校友会　平成26年度　会計報告

日程：平成27年11月14日（土）18：00～20：00（17：00～受付）
場所：福岡ガーデンパレス（福岡県福岡市中央区天神4－8－15）

問い合わせ先：TEL 097-524-2857

最優秀賞
優秀賞
優秀賞

日本文理大学 工学部 情報メディア学科　多賀 絵理さん（写真右）
日本文理大学 工学部 情報メディア学科　前田 裕城さん（写真左）

昭和40年頃の航空写真を前に

※日本文理大学附属高等学校では、平成26年度入学生（122名）より会費を徴収し、校友会事務局での処理が遅れたため、平成27年度に「預り金」計上としている。

（単位：円）
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